
生涯学習開発財団

生涯学習に関する新聞
雑誌の切り抜き情報誌

Life  Learning

生
涯
学
習
情
報
誌

生涯学習開発財団

9
2021
Sep.
N0.373

2021/9
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生涯学習開発財団 松田妙子賞
第2回 募集中

松田妙子賞創設の背景
　生涯学習開発財団の前理事長 松田妙
子は、1983年の財団設立以来約40年近
くにわたり、「生涯学習」推進のため、
資格認定団体の後援や50歳以上の博士
号取得支援など、さまざまな活動を行っ
てきました。

　賞のテーマである「Share Your Happiness」は、大叔父
の大森兵蔵、父の松田竹千代を通して松田家に受け継がれて
きた「自分が恵まれていると思ったら世の中に恩返しをしな
さい」というスピリットにもとづいており、松田妙子前理事
長が大切にしていた社会貢献の願いが込められています。
　松田妙子前理事長は26歳で単身渡米し、帰国後は戦後日
本のイメージを回復しようと日本初のPR会社を設立し、日
本の住宅品質改善のために日本ホームズや住宅産業研修財団
を創設しました。生涯学習開発財団では長寿社会を見越した
生き方を提言し、自身も71歳で東京大学博士号（工学）を
取得、その研究は大工育成塾創設につながりました。自らが

生涯学習のロールモデルとなり、2019年に亡くなるまで生
涯現役を貫きました。
　本賞が、松田妙子の「学び続けることが、個人も社会も豊
かにする」という意思を受け継ぎ、より良い社会に寄与する
ことを目指しています。

正賞・副賞
正賞：記念品
副賞：賞金100万円

応募方法
指定の申請書による

（財団WEBサイトよりダウンロードできます）

スケジュール
募集締切：2021年10月13日必着
決　　定：2021年12月
表 彰 式：2022年1月末予定

「生涯学習開発財団  松田妙子賞」は、
「生涯学習」の新たな発展に寄与する個人や企業・団体を顕彰し、

その活動内容および「生涯学習」の意義を広く社会に知らしめる目的で、
2020年に創設しました。

一般財団法人 生涯学習開発財団  事務局
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-20  虎ノ門実業会館9階   TEL 03-3508-4551
募集要項・申請書は➡ http://www.gllc.or.jp  E-mail  gllc@gllc.or.jp

お問合せと募集要項の請求は下記まで

Share
Your

Happiness!
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ち
の
晩
餐
会
を
し
て
い
る
の

で
す
。
僕
は
人
よ
り
た
く
さ

ん
旅
を
し
て
、
た
く
さ
ん
人

間
の
自
然
破
壊
を
目
の
当
た

り
に
し
て
き
ま
し
た
。
地
球

の
叫
び
を
い
ろ
ん
な
形
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
し
て
、
多
く

の
人
に
届
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
」

■
ク
イ
ズ
も
交
え
て

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
は
、
２
０
１
５

年
に
国
連
に
お
い
て
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
国
際
目
標
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
そ
う
と
い

う
も
の
。
貧
困
、
環
境
、
経
済
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
な
ど
、
地
球
の
課
題
を
網
羅
し
た
17
の
目
標
と

細
分
化
し
た
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
。

　
「
き
ち
ん
と
読
む
と
頭
が
痛
く
な
る
難
し
い
こ

と
が
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
親
し
み
や

す
い
イ
ラ
ス
ト
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

き
な
が
ら
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

17
の
開
発
目
標
を
、
画
面
共
有
し
た
イ
ラ
ス
ト

を
中
心
に
、
時
ど
き
ク
イ
ズ
も
は
さ
み
な
が
ら
の

面
白
い
講
義
が
進
ん
だ
。
ク
イ
ズ
の
正
解
率
は
予

想
外
に
高
く
、
参
加
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
理

解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

■
複
数
の
ゴ
ー
ル
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
想
的
な
取
り
組
み
と
い
う
の

は
、
複
数
の
課
題
を
並
行
し
て
解
決
す
る
こ
と
だ

財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
26
回 

レ
ポ
ー
ト

　

第
26
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
で
、
70
名
以
上
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ユ
ー
モ
ア
イ
ラ
ス
ト
展
」
を
全
国

で
巡
回
し
、
書
籍
や
動
画
に
よ
る
発
信
も
し
て
い

る
本
田
亮
氏
。「
最
近
よ
く
聞
く
け
ど
難
し
そ
う
」

「
自
分
と
は
遠
い
世
界
の
話
」
な
ど
と
思
わ
れ
が

ち
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
切
り
口

の
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
多
く
の
人
を
惹
き
込
ん

で
い
る
。
複
雑
で
繊
細
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

人
に
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
な
の
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
学
び
つ
つ
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
の
発
想
法
に
つ

い
て
も
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

■
崩
れ
ゆ
く
地
球
の
声
を
届
け
た
い

　

Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
1

年
生
」（
小
学
館
）、「
こ
だ
ま
で
し
ょ
う
か
？
」（
Ａ

Ｃ
）な
ど
記
憶
に
残
る
仕
事
を
し
て
き
た
氏
だ
が
、

世
界
75
カ
国
を
回
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
球

の
声
を
聞
い
た
と
い
う
。
特
に
、
１
９
９
０
年
の

パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
随
行
し
た
際
、
赤
茶

色
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
が
続
く
中
、
真
っ
白
な
砂
漠
と

遭
遇
し
た
。
近
づ
く
と
そ
れ
は
膨
大
な
貝
殻
の
集

ま
り
。
も
と
は
漁
師
た
ち
も
い
た
豊
か
な
湖
で
、

無
残
に
干
上
が
っ
た
姿
だ
っ
た
。
そ
れ
が
環
境
問

題
を
訴
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
真
ん

中
に
あ
る
の
は
地
球
で
す
。
世
界
中
の
人
が
ア
メ

リ
カ
人
の
生
活
を
す
る
と
地
球
は
４
個
必
要
で
、

日
本
人
の
生
活
な
ら
２
・
５
個
必
要
で
す
。
地
球

の
豊
か
さ
が
砂
時
計
の
下
か
ら
崩
れ
て
い
る
の

に
、
先
進
国
の
人
は
気
づ
か
な
い
ふ
り
で
崖
っ
ぷ

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ(

国
連
世
界

食
糧
計
画
）
で
は
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ゴ
ー
ル
2
の
、
子
供
た
ち

の
〈
飢
餓
ゼ
ロ
〉
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
学
校

で
給
食
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
健

康
状
態
が
改
善
さ
れ
、
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
に
も

寄
与
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ゴ
ー
ル
3
〈
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
〉
と 

4
〈
質
の
高
い
教
育

を
み
ん
な
に
〉
も
実
現
す
る
ん
で
す
ね
。
結
果
と

し
て
将
来
、
教
育
を
受
け
た
子
供
た
ち
の
就
業
機

会
が
増
え
た
り
、
女
性
の
地
位
が
向
上
し
た
り
と

い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
ゴ
ー
ル
8
〈
働

き
が
い
も
経
済
成
長
も
〉、
�
〈
人
や
国
の
不
平

等
を
な
く
そ
う
〉に
も
貢
献
す
る
。
最
終
的
に
は
、

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
ゴ
ー
ル
1
〈
貧
困
を
な
く

そ
う
〉
も
実
現
で
き
る
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
取

り
組
み
に
な
る
の
で
す
」

SDGsで学ぼう！
世界を楽しく救う
アイデアのつくりかた

2021年7月21日　オンライン開催
講師：本田 亮　クリエーター／環境漫画家／国連WFP協会理事
日大芸術学部写真学科卒業。前職は広告代理店のCMプランナーで、数多くのテレビCMを企画制作。現在は自然をテーマにしたクリエーターとして活動中。映像、エッ
セイ、イラスト、写真など様々な手段で地球の言葉をクリエィティブしている。「エコノザウルスの環境マンガ」「サラリーマン転覆隊」「原発先生」「リーフフィッシュ」な
ど多くのシリーズ作品がある。2020年、日本赤十字「ウィルスの次にやって来るもの」動画でも話題となる。国連WFP協会理事、四国お遍路自転車大使も務める。ユー
モアイラスト展に感動した中学生の発案から生まれた最新刊「ムズカシそうなSDGsのことがひと目でやさしくわかる本」（小学館）など著書多数。
●共催：青山学院大学 社会情報学部／青山学院大学 学習コミュニティデザイン研究所　
●協力：青山学院大学 社会情報学部ワークショップデザイナー育成プログラム事務局

講師の本田 亮氏
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■
本
田
流
ア
イ
デ
ア
創
出
法

　
「
基
本
は『
楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
～
』と
思
う
こ
と
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
動
く
、
外
に
出
る
、
歩
く
。

目
の
前
で
起
こ
る
す
べ
て
の
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
僕
は
よ
く
、
ア
イ
デ
ア
ノ
ー
ト
を
持
っ

て“

電
車
企
画”

を
や
り
ま
す
。
電
車
に
乗
る
と

ど
ん
ど
ん
風
景
が
変
わ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
違
う
人

が
乗
っ
て
く
る
。
見
る
モ
ノ
す
べ
て
を
自
分
に
与

え
ら
れ
た
ヒ
ン
ト
と
し
て
考
え
る
ん
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、“

１
人
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン

グ”

を
や
り
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
、
ジ
ョ

ー
ク
も
欠
か
さ
ず
、
芋
づ
る
式
に
ア
イ
デ
ア
を
発

展
さ
せ
る
の
で
す
。
バ
カ
な
発
想
の
中
に
本
質
や

ア
イ
デ
ア
が
よ
く
隠
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
思

い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
い
っ
た
ん
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
こ
と
。
時
間
を
置
い
て
見
直
す
の
で
す
。
１
日

置
く
と
90
％
は
つ
ま
ら
な
い
で
す
か
ら
」

■
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
人
に
な
る
た
め
に
は

　
「
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
人
っ
て
い
う
の
は
、
ア
イ

デ
ア
の
引
き
出
し
が
た
く
さ
ん
あ
る
人
と
、
ア
イ

デ
ア
を
す
ぐ
に
引
き
出
せ
る
人
な
ん
で
す
ね
。
引

き
出
し
は
多
い
け
ど
す
ぐ
に
引
き
出
せ
な
い
人
も

お
ら
れ
ま
す
。
引
き
出
し
を
つ
く
る
に
は
毎
日
新

し
体
験
を
す
る
こ
と
。
す
ぐ
に
引
き
出
す
に
は
、

何
で
も
面
白
が
る
心
が
大
切
で
す
。
こ
の
ふ
た
つ

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る

人
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
ひ
と
つ
、
新
し
い
体
験
を
意
識
的
に
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
何
も
な
か
っ
た
ら
、
新
し
い
本

を
ち
ょ
っ
と
読
む
と
か
、
初
め
て
の
テ
レ
ビ
番
組

を
見
る
と
か
で
い
い
ん
で
す
。
体
験
は
ア
イ
デ
ア

の
母
、
冗
談
は
ア
イ
デ
ア
の
父
で
す
」

6つのアイデア発想法

❶  行 動 予 測

❸  時 間 軸 で 考 え る

❺  キ ャ ラ ク タ ー 化

❷  た と え る

❹  ラ イ バ ル の 視 点

❻  常 識 の 破 壊

行動予測は、「伝えたいことの当事者は誰だろう？」と主人公を
見つけ出す方法。主人公もしくは当事者になりきってその行動
を予測する。どんな行動をするんだろう、どうやって乗り切る
だろう。行動のさらにその先を想像する。先の先を読んで、こ
んなことがあったら面白いとい
う物語をつくっていくのが、行
動予測のやり方だ。
「海面上昇が進んだらイースター
島のモアイたちはどうするだろ
う」と想像した。

未来になったらどうなるのだろう？　過去はどうだったのだろ
う？　そこで起きることをビジュアル化する。現在と比較する
ことでインパクトを与える、「時間軸で考
える」というやり方。
原始時代には、豊かな森、山、きれいな
川があって、人間はボロをまとっている
が、現代になると、人間はピカピカに輝
いているが、背景の森は酸性雨で枯れ、
ゴミの川が流れています。綺麗になった
のは人間だけという皮肉。

無機質なモノをキャラクター化して言葉を与えることで、意外
な主張と行動を表現する方法。「地球温暖化防止について国際会
議で何度も話し合われたが、各国の欲
が絡み合って具体的進展はなかった」。
こういう一見つまらない報道はキャラ
クター化すると面白くなる。
温暖化の会議だからキャラクターは全
部雪だるまに。一生懸命会議をしたが
全く決まらず、どんどん溶け出して「温
暖化会議タイムオーバー」。

伝えたいことのコンセプトとよく似ている別のモノを探す。多
くの人が知っているできごとやお話などの中に取り込んでしま
う方法だ。同じような別のモノ、簡単で、楽しくて、わかりや
すいモノを探すということ。
このまま人口が増え続けたらど
うなるのか、地球を鹿

しし

威
おど

しにた
とえて、赤ちゃんがどんどん入
っていって満杯になりつつある
様子を描いた。

ライバルは誰かを想像し、ライバルが加わることで何が起きる
か？　ライバルはどんな行動をするか？　そのセリフと行動で
メッセージを際立たせるという方法。
北極の氷面積が減ってイヌイットたちは狩りができなくなる」
というメッセージを、ライバル
の視点で考える。どんなライバ
ルがいるのか想像したときに生
まれたのが「犬ぞりリストラ時
代」。そりを引く犬のライバルは
アザラシなんじゃないかと。

地球の常識を変えてしまう。縦のモノを横に見る、逆さまに見る。
動かないものを動かしてみる。ありえないモノやコトをビジュ
アル化して、スケールの大きなホラ話をするやり方。
「人間の数が78億人を突破。しかし、野生動物の個体数は20年
間で40％も減少してしまった」
という報道をどう伝えるか。引
力が存在してない地球を考えて、
動物たちがどんどんどんどん突
き落とされていくという「地球
おしくら饅頭」を描いた。

イラストはすべて環境マンガ家本田亮氏作品より
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